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はじめに 

東京は、２０世紀なって関東大震災と東京大空襲

によって二度も壊滅的な打撃を受け、焼け野原と化

した経験を持つ、世界でも例を見ない都市である。江

戸と呼ばれていたこの街は、日本の近代化の歴史の

中で「東京」になっていった。しかし、明治以降、第二

次大戦後の復興期までの東京は、依然として生活文

化のなかに一定の連続性を有していたように思われ

る。筆者が生まれた 1980 年代、「東京」は既に「東

京」であった。首都機能は整備され、戦後の都民が

夢見た未来への基盤もほぼ完成形となり、西へと肥

大化していった東京は、バブルを契機に臨海副都心

へと収縮していく次の段階を迎えようとしていた。本

研究では、こうした「東京」が形成されていく大きな加

速台となった東京オリンピックと、その前後に東京が

経験した変化の歴史的経緯を、文献資料や映像に

基づいて明らかにしていく。 
第 1 章 

第 1 章では、記録映画「東京オリンピック」の中で、

映し出された東京の変化を読み解いた。この映画に

おいては、オリンピックの理念やオリンピックが内包す

る開催都市東京の変化が、短い時間の中でもセンセ

ーショナルな形で映し出されていた。 

第 2 章 

第 2章では、大戦で首都機能の大部分を失った東

京が東京オリンピックを開催するまでに通過してきた

復興の様子を追っていった。回復作業は確かに進ん

ではいるが、人口の集中やモータリゼーションに整備

が追いついてはおらず、意気消沈したままの日本が、

起爆剤となるものを待っている様子を読み取ることが

できた。 

第 3 章 

第 3 章では、アジア初となるオリンピックの東京開

催を目指す、主にスポーツ界の行政的なリーダー達

の動向を追っていく。国際的に認められたという証の

一つとして、オリンピック開催という目標を掲げ、東京

都・政府・日本体育協会が中心となって、東京を都市

に成長させるための様々な準備が行われたことがわ

かった。 

第 4 章 

第4章では、東京が首都として目指した未来がどこ

にあったのかを、後に未来都市の象徴として映画の

中で用いられている東京や、科学技術の発展の中に

探っていく。未来都市のランドスケープとしての首都

高速などが、復興しつつある東京に暴力的なスケー

ルで挿入され、様々な「排泄物」を覆い隠していく。オ

リンピックそのものもまた、科学技術により「未来」を予

感させるものであった。 

第 5 章 

第 5 章では、競技施設やそれに付随する首都高

速や周辺道路、その他の交通機関などの物理的環

境の変化を追っていく。空港や宿舎、競技場など、ま

たそれを繫いでいく交通機関は東京の景観に決定

的な変化を及ぼした。またその変化は市外全体にわ

たって均等に現れたわけではなく、あくまでその周辺

が中心となり、その過程で都心が西へと移動していっ

たことがわかった。 

第 6 章 

第 6 章では、ゴミ・屎尿の処理システムや上下水道

の整備など、生活様式が都市化していく様子を追っ

ていく。自家処理と相互扶助システムによって生活上

の問題群が処理されていた状態から、多くの生活領

域において専門機関が成立し専門的処理がおこな

われるように変化し、それにより近郊農村が宅地化さ

れることによって、農業と都市が決定的に離れていっ

たことが明らかになった。 

第 7 章 

第 7 章では、オリンピックを目標に、急ピッチで推し

進められた東京の未来都市化の中で、公害やゴミ処

理場、壊滅した漁業などの、噴出した問題や代償とし

て失われたものを見つめる。オリンピックは、公害が

公害として社会問題化する重要な転換点になってい

ることがわかった。 

おわりに 

本研究では、東京の物理的環境と都民の生活様

式の変化を追っていった。現在の東京のそのほとん

どは、オリンピックまでにできあがっていたこと、さらに、

現在における「近代的生活」の基本的な部分も形成

していることがわかった。人々の生活様式は「都市

化」により「近代化」が達成されていく。何をつくり、何

を隠そうとしてきたのか。「東京」がこれからも存在す

る限り、これらは再検討し続けなければならないし、

再発見され続けなければならない。 

 
 


